
 

新潟県保険医会 ＦＡＸニュース 第 98 号 

2024 年２月５日(月)  ※医療事務ご担当者さまと共有してください。   送信枚数 全２枚 

枚 

  

光ディスク、紙レセプト請求を継続する場合 届出が必要です 
現在光ディスク、紙レセプトで請求を行っている保険医療機関では、以下の届出が必要となります。 

なお、各期限までにオンライン請求に移行する場合は届出の必要はありません。 
 

1  現在、光ディスクでレセプト請求を行っている場合 →８月末までに届出を 

２０２４年１０月以降も光ディスク請求を継続するためには、猶予届出・移行計画の提出が必要です。 

また、その後も１年毎の届出が必要となります。 

【提出書類】 様式第１号「光ディスク等を用いた請求に係る猶予届出書兼 オンライン請求への移行計画書」 

【提出方法】 医療機関等向け総合ポータルサイトに開設予定のフォームより提出（４月頃開設予定） 

      フォームでの提出が困難な場合、基金本部・国保双方（下記住所）に書面で提出することも可能 

【提出締切】 ２０２４年８月３１日（土） 

【注意事項】 届出のたびに１年間に限り、光ディスク請求が継続可能。その後も光ディスク請求を続ける場合、

１年毎の届出が必要となる。 

 

２  現在、紙レセプトで請求を行っている場合 →２月末までに届出を 

以下の ア または イ いずれかの要件に該当することを届け出た場合に、２０２４年４月以降も紙レセプト

による請求を継続することができます。 

【対象】 ア または イ のいずれかに該当する医療機関 

ア．レセプトコンピュータを使用していない（手書き請求） 

イ．以下の表の年齢に該当する 

レセプトコンピュータの使用有無 
全ての常勤保険医の生年月日が 

下記の日付以前 

レセプトコンピュータを使用している診療所（医科） 1945（昭和20）年７月１日 

レセプトコンピュータを使用している診療所（歯科） 
1946（昭和21）年４月１日 

レセプトコンピュータを使用していない診療所 

【提出書類】 様式第２号「書面による請求に係る猶予届出書」 

【提出方法】 基金本部・国保双方に書面で提出。（封筒に赤字で「猶予届出書在中（紙レセ）」と記載） 

      （支払基金本部） 〒105-0004 東京都港区新橋２丁目１番３号 

社会保険診療報酬支払基金 事業統括部事業サポート課 行  

      （国保連合会） 〒950-8560 新潟県新潟市中央区新光町７－１ 新潟県自治会館別館内 

                 新潟県国民健康保険団体連合会 審査管理課 第二係 行 

【提出締切】 ２０２４年２月２９日（木） 

【注意事項】 イ の保険医療機関において、新たに診療に従事する常勤の保険医の生年月日が表の右欄の日より

後であるときは、遅滞なく審査支払機関に届け出る（届け出た月、その翌月に限り紙レセプトに

よる請求が可能）。 
 

※ 様式第１号、第２号は下記厚生労働省ホームページ等から確認・ダウンロードできます（２枚目に見本を掲載） 

保険医療機関・薬局におけるオンライン請求等 （厚生労働省） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000190624_00001.html 

新潟県保険医会 
〒950-0865 

新潟市中央区本馬越２-176 

T E L  ( 0 2 5 ) 2 4 1 - 8 6 2 5 
F A X  ( 0 2 5 ) 2 4 1 - 4 9 5 9 

開所時間 月～金 9:00～17:30 

  




